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令和 8年 10月 

 
 

令和 8年度用高等学校教科書の訂正に関するお知らせ 
 

 

現在ご使用いただいております弊社発行の高等学校教科書『情報Ⅱ（情Ⅱ 703）』につきまして、以

下、訂正がございます。先生方、生徒、保護者の方々に大変ご迷惑をおかけいたします。深くお詫び申し

上げます。 

誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申し

上げます。 

日本文教出版株式会社 

高校情報編集部 

 
 

 

高等学校『情報Ⅱ（情Ⅱ 703）』 

頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

15 頁・ 

図 1 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計資料の更

新のため 

17 頁・

14 ～ 20

行目 

～また，同じような考え方に「情報

へのアクセスのしやすさ」を意味す

るアクセシビリティ❿や，「ハードウ

ェアやソフトウェア，Web サイトなど

の使いやすさ」を意味するユーザビ

リティ⓫もある。□□□□□□□□? 

□個人でも簡単に情報発信ができる

ようになったいま，ユニバーサルデ

ザインの考え方を強く意識するとと

もに，アクセシビリティやユーザビ

リティへの配慮もよりいっそう求め

られている。 

 

～ユニバーサルデザインが掲げる

「すべての人にやさしい社会」をつ

くるには，「情報へのアクセスのし

やすさ」を意味するアクセシビリテ

ィ❿や，「ハードウェアやソフトウェ

ア，Web サイトなどの使いやすさ」を

意味するユーザビリティ⓫を高めてい

くことが大切である。個人でも簡単

に情報発信ができるようになったい

ま，ユニバーサルデザインをはじ

め，アクセシビリティやユーザビリ

ティへの配慮がよりいっそう求めら

れている。 

「ユニバーサ

ルデザイン」

を、「アクセ

シビリティ」

および「ユー

ザビリティ」

と同列の用語

として受け取

られないよう

にするため 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

20頁・9

行目 
～対象犯罪，ネットワーク利用犯罪

の３つに大別される。～ 

 

～対象犯罪，その他ネットワークを

利用した犯罪の３つに大別される。

～ 

「ネットワー

ク利用犯罪」

という語が一

般的な分類の

呼び方でなく

なったため 

20 頁・

図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計資料の更

新のため 

23 頁・

16 ～ 18

行目 

●プロバイダ責任制限法❾ 

 Webサイトなどで他人への権利侵害

が行われた場合に，被害者が請求で

きる権利とサイトの管理者（プロバ

イダ）が行うべき対処を定め，プロ

バイダの責任の範囲を明確にしてい

る。 

●情報流通プラットフォーム対処法❾ 

 Webサイトなどで他人への権利侵害

が行われた場合に，被害者が請求で

きる権利とサイトの管理者（プロバ

イダやサーバの管理・運営者）が行

うべき対処を定め，その責任の範囲

を明確にしている。 

法律名などの

変更・改訂の

ため 

23 頁・

側注⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.23・16～18

行目の訂正に

伴う修正 

23 頁・

側注⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の状況に

合わせるため 

24 頁・

35 ～ 37

行目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.23・16～18

行目の訂正に

伴う修正と、

体裁の調整の

ため 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

25 頁・

12 行目 
ウ ネットワーク利用犯罪 

 

ウ その他ネットワークを利用した

犯罪 

p.20・9 行目

の訂正に伴う

修正 

26 頁・

20 ～ 23

行目 

エの「青少年インターネット環境整

備法」は，青少年をネット上の有害

な情報から守るための法律。 

オの「特定電子メール法」は，無差

別に送信される広告メールなどを規

制する法律。 

エの「特定電子メール法」は，無差

別に送信される広告メールなどを規

制する法律。 

オの「青少年インターネット環境整

備法」は，青少年をネット上の有害

な情報から守るための法律。 

24頁・35～37

行目の訂正に

伴う修正 

30頁・8

～9行目 

～定量的調査は事前に立てた仮説に

従って調査を実施し，数量を集計し

て結果をまとめる。定性的調査はイ

ンタビューや行動観察❶などを行い，

～ 

～定量的調査は数として集計できる

アンケート調査などを行い，定性的

調査はインタビューや行動観察❶など

を行って，～ 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

30 頁・

14 行目 
～問題点を整理し、問題解決の仮説

を作成する～ 

～問題点を整理し、解決策を導くた

めの仮説を作成する～ 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

30 頁・

20 ～ 23

行目 

 ユーザ調査から典型的なユーザを

想定し，ペルソナ（人物像）として

設定する。そのペルソナが利用する

流れやようすをシナリオとしてまと

める手法で，ペルソナの設定にあた

っては，年齢や性別といった基本情

報のほか，好みや目標などの要素を

用意する。 

 ペルソナ法では，ユーザ調査から

典型的なユーザを想定し，ペルソナ

（人物像）として設定する。ペルソ

ナの設定にあたっては，年齢や性別

といった基本情報のほか，好みや目

標などの要素を用意し，その行動を

後述の構造化シナリオ法などに生か

す。 

ペルソナ法と

構造化シナリ

オ法のそれぞ

れの意味を明

確化するため 

32 頁・

17 ～ 20

行目 

～発信し共有しようとする者が増え

た。このような行動形態に照らし合

わせて，ユーザが「情報を広めた

い」と興味を持つ部分と，ユーザが

「商品を買いたい」と行動する部分

を切り分けてメディアを選別し，コ

ンテンツを配信していくという考え

方も広まっている。 

～発信し共有しようとする者が増え

た。□□□□□□□□□□□□□□

□このような実情に照らして，ユー

ザの行動形態を，「情報を広めた

い」と興味を持つ部分と，「商品を

買いたい」と行動する部分とに切り

分けてとらえるという考え方が広ま

っている。 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

36 頁・

図 1 上 

サーバ上のプログラムの内容を書き

換えない限り同じものが表示され

る。 

サーバ上のコンテンツの内容を書き

換えない限り同じものが表示され

る。 

よりわかりや

すい表現にす

るため 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

37 頁・

13 ～ 17

行目 

 HTTPSは，データの送受信を暗号化

する SSL/TLS プロトコルを利用し

て， HTTP による通信を安全に行う。

HTTPSに対応した Webページでは，通

信内容の盗み見を防げるほか，電子

証明書により，Webサイトが実在する

運営組織によって公開されているこ

とを確認できる。なお，HTTPSに対応

した Web ページにするには，認証局

から SSL サーバ証明書❺を発行しても

らう必要がある。 

 HTTPSは，データの送受信を暗号化

する TLS プロトコルを利用して， 

HTTPによる通信を安全に行う。HTTPS

に対応した Web ページでは，通信内

容の盗み見を防げるほか，電子証明

書により，Webサイトが実在する運営

組織によって公開されていることを

確認できる。なお，HTTPSに対応した

Webページにするには，認証局からサ

ーバ証明書❺を発行してもらう必要が

ある。 

現在の状況に

合わせるため 

37 頁・

側注⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の状況に

合わせるため 

48 頁・

11 ～ 13

行目 

～想定し，その人であればどのよう

な行動をとるかをシナリオにまとめ

る手法がよく使われる。また，（C）

コンテンツが利用される場面を具体

的に想定して要件を定義する手法も

ある。 

～設定し，その人であればどのよう

な行動をとるかを想定するのに生か

す手法がよく使われる。また，（C）

コンテンツが利用される場面を具体

的に想定してシナリオとして整理

し、要件を定義する手法もある。 

p.30・20～23

行目の訂正に

伴う修正 

50 頁・

27 行目 ④SSL/TLSプロトコルによって～ ④TLSプロトコルによって～ 

p.37・13～17

行目の訂正に

伴う修正 

63 頁・

11 行目 
～フィールドによって複数のテーブ

ルを結合し，～ 

～キーによって複数のテーブルを結

合し，～ 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

64 頁・

図 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

68 頁・

図 2 右 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

75 頁・

図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より適切な表

現にするため 

76 頁・

表 1 内 

フィルタ法❷ 

変数（説明変数）の１つ１つを評価

し，評価の高い変数を選択する。た

だし，変数を評価するときには，予

測値との関連は一切考慮しない。機

械学習の前処理として行う。 

 

 

ラッパー法❸ 

説明変数と目的変数との組み合わせ

を１つ１つ評価し，評価の高い変数

を選択する。フィルタ法より計算時

間はかかるが，より精度の高い変数

を選び出せるというメリットがあ

る。機械学習の前処理として行う。 

 

 

フィルタ法❷ 

変数（特徴量）を１つずつ統計的に

評価し，評価点の高い変数を選択す

る。評価には目的変数との関連は考

慮するが，モデルを用いた性能評価

は行わない。機械学習の前処理とし

て行うことが多い。 

 

ラッパー法❸ 

変数（特徴量）の部分集合（組み合

せ）を候補とし，モデルで検証した

予測性能を評価基準として，性能の

高い部分集合を選択する。フィルタ

法より計算時間はかかるが，より精

度の高い変数を選び出せるメリット

がある。機械学習の前処理や，モデ

ル選択の際に実施する。 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

77 頁・

側注⑦ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴量抽出の

意味をより明

確化するため 

78 頁・

14 行目 
 ただしこの分析を精査するため

に，～ 

 この分析を精査するために，～ 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

80 頁・6

～7 行目 
～分類の基準が学習により決まる点

で，～ 

～正しく分類されたデータを用いて

分類の基準を学習するため，～ 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

80 頁・

14 ～ 15

行目 

～データを２つに分類する場合は，2

項モデルを，３つ以上に分類する場

合は多項モデルを使う。 

 

～一般に，ロジスティック回帰では

データを２つに分類するが，３つ以

上に分類する方法（多項ロジスティ

ック回帰）もある。 

よりわかりや

すい表現にす

るため 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

84 頁・

図 1 左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

100頁・

14 ～ 17

行目 

～開発にかかわる人が多くなるほど

細心の配慮が求められる。さらに，

情報システムに障害が発生し，機能

が停止してしまえば，社会に大きな

混乱や損失が生じる。このようなこ

とを防止するために，開発時には耐

障害性や信頼性を高める工夫が必要

になる。 

～開発にかかわる人が多くなるほど

細心の配慮が求められる。□□□□

□仮に，情報システムに障害が発生

し，機能が停止してしまえば，社会

に大きな混乱や損失が生じる。この

ようなことを防止するためには，開

発から運用・保守に至るまで，適切

なプロセスを踏む必要がある。 

システム開発

の流れや重要

性をより明確

化するため 

105 頁・

側注③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より適切な表

現にするため 

107頁・

8 行目 
～するために，ユーザを識別するし

くみが設けられている。～ 

～するために，ユーザの操作を制限

するしくみが設けられている。～ 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

109頁・

表 1 内 

フェールセーフ 

障害が発生した場合，安全な状態で

システムを停止させる。 

フェールセーフ 

障害が発生した場合，システムを安

全な状態に移行または停止させる。 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

110頁・

14 ～ 15

行目 

～システムを成長させていくモデル

をスパイラルモデル❷という。 

～システムの完成度を高めていくモ

デルをスパイラルモデル❷という。 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

114頁・

側 注 ②

下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より一般的に

用いられてい

る用語にする

ため 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

123 頁・

図 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

 

150頁・

10 行目 
～と各回の運営時間などを表示す

る。～ 

～や運営時間などを表示する。～ 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

150 頁・

図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりわかりや

すい表現にす

るため 

162 頁・

図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.41の図 1で

示すつながり

と合わせるた

め 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

163 頁・

図 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.162 ～ 163

で取り上げて

いる画面との

対応を明らか

にしてわかり

やすくするた

め 

164 頁・

中段 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書本文に

登場する語の

訂正に伴う修

正 

165 頁・

右段 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書本文に

登場する語の

訂正に伴う修

正 

166 頁・

左段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書本文に

登場する語の

訂正に伴う修

正 

166 頁・

右段 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書本文に

登場する語の

訂正に伴う修

正 

167 頁・

左段 

 

 

 

 

 

 

教科書本文に

登場する語の

訂正に伴う修

正 

  

削除 

削除 

削除 
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頁・ 

箇所 
原文（誤） 訂正文（正） 理由 

資 料 5

頁・図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的なキー

ボード配列の

仕様変更のた

め 

資 料 6

頁 ・ 右

下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的なショ

ートカットキ

ーの操作方法

に再構成する

ため 

以上 


